
                          

 

 

 

 

 

 
 
 

先日、ベテル病院の創設から尽力をつくしてくださった   

先輩看護師が退職されました。定年後も４年間再雇用と 

して働いていただきました。その方と昔話しをした後、 

自分がこのベテル病院に来た頃のことを考えていました。 

 

私は工業高校に在学していたことから卒業後、県外の自動車会社に就職しました。 

そこでの知り合った方の影響もあって、「人と関わる仕事をしたい」という思いが 

芽生え、看護師を目指すために松山に帰りました。医師会の看護学校を受験し入学。

それからこのベテル病院にお世話になっています。看護学生として介護業務を行いな

がら夕方から学校へ。職員の方々の支援もあり、落第せず 5 年で卒業、晴れて国家試

験も合格。看護師の免許を得ることができました。 

それから、ベテル病院と道後ベテルホームで合わせて 28 年間お世話になります。 

看護学生の当時から、私はこのベテル病院に所属していることを誇らしく感じていま

した。 

 

今、改めて何故かと考えてみると、その当時から訪問看護や緩和ケアなどの先駆的

な取り組みを組織として行っていたこと。看護学校や友人等周囲の方々からベテルの

ケアについて高い評価の言葉をいただくことも多かったこと。そして、一番に感じて

いたのは、現場での看護師の方々の患者様ご家族様の立場、想いに寄り添った関わり

に感銘を受けたことが大きかったと思います。患者家族と一緒に悩み苦しみ笑い喜ぶ

姿。私は今まで関わってきた先輩たちからベテルのスピリットであるホスピス精神、

その人らしさを大切にした看護、介護とケアする喜びを教えていただきました。 

 

これから、この想いを後輩たちに繋いでいくのも私たちの役割りだと思っています。 

そして、患者様、御家族様に「ここに来て良かった。」と思っていただけるような 

ケアをスタッフ一丸となって提供していきたいと思います。 
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（ 薬剤課主任   大内 淳子  ） 

 
 

 

入院患者の半数近くは他の医療機関からも投薬を受けています。入院時に患者の 

持参薬の調査・照合(持参薬チェック)を行うことは,医薬品の適正使用および医療 

の安全上,薬剤師が行う重要度の高い業務といえます。 

    当院薬剤課では、患者さまがより安心・安全な薬物療法を受けら

れるよう、入院時に「持参薬」を確認させていただいています。 

患者さまがご入院時に、 

「お持ちになったお薬はありますか？」とうかがっています。  

 

 

「持参薬」とは、患者さまが入院時にお持ちになった普段お使いになっている  

お薬のことで、飲み薬、目薬、貼り薬、塗り薬、注射薬など全てのお薬が含まれます。  

入院患者さまの約 90%が持参薬をお持ちになります。 

ジ ェ ネ リ ッ ク 薬 品    (後発医薬品 )の持参薬も増えていま

す。国はジェネリック薬 品の更なる普及を推し進めていま

すので、今後もますます 増えることが予想されます。  

ジェネリック薬品の 普及によりお薬の名前を聞いただ

けではどのようなお薬 か解りにくくなりました。 

薬剤師は、ジェネリック 薬品も含めた全ての持参薬、 

サプリメントや健康食品、アレルギーや副作用に関する情報を早く的確に把握し、

主治医が良質で安心・安全な薬物療法を行うサポートをしています。 

 

 入院の際は、お薬だけでなく、薬袋・お薬の説明書やお薬手帳も大切な情報源です

のでお持ちください。 

 

 
 

医療安全  

管理室
よりこんにちは 

第 3 回 

―3―  

が持参薬をお持ちになります。

    (

す。国はジェネリック薬

すので、今後もますます

普及によりお薬の名前を聞いただ

か解りにくくなりました。

薬品も含めた全ての持参薬、

サプリメントや健康食品、アレルギーや副作用に関する情報を早く的確に把握し、



投句箱は受付･各病棟･５階リハビリ室に設置しています。皆様のご投句をお待ちしております。 
『ベテル通信』についてのご意見やご要望をお待ちしております。 

 
外来からのお知らせ  

◎外来担当医が一部以下のように変更になりました。  

 詳しくは外来へお問い合わせください。【 2018 年 1 月 17 日（水）～】  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎２月の休診（１月２３日現在）  

      ２月１４日（水）   内  科  三好  浩輔  医師  

◎２月の豊田  泰孝  医師（精神科・心療内科）外来診療日のお知らせ  

      ２月１４日（水）、２月２８（水）  

   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎２月の豊田  泰孝  医師（精神科・心療内科）外来診療日のお知らせ  

 

 

私は 2008 年に生まれ育った広島から、瀬戸内海 

を挟んでお隣の愛媛県にやってきました。 

 そこから 10 年、松山の住み心地の良さもあってすっかり住 

み着いております。この度ベテル病院と関わる機会をいただ 

き大変嬉しく思っています。 まだまだ未熟な私ですが、 

よろしくお願いいたします。 

 

診療科目：神経内科  

得居分野：至誠勤勉  

出身大学：愛媛大学  

   

泉 結 
配属部署:リハビリ課  
職  種：リハビリ助手 
出 身 地：南予  
星  座：しし座  
趣  味：雑貨屋 
好きな物：パン 
尊敬する人：両親 
好きな言葉：継続は力なり 
抱  負：よろしくお願い 

します。

いたします。いたします。いたします。

多田 聡 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新任医師紹介    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 月 火 水 木 金 

内 科 
加 藤 

大  西 
三好浩輔 三好賢一 大  西 

佐々木 越 智 加  藤  

神経内科    
多田 

（隔週）    
 

痛み外来  坪 田    

漢方外来 
(午後) 

大  西     

整 形 外 科 益  田  益  田   

外  科    山  本 中 橋 

脳神経外科  森    

精神科 
心療内科 

  
豊  田 
(隔週) 

  

ホスピス外来 予  約  制  

発行日 2018 年 1 月 23 日 
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私

を挟んでお隣

そこから 10 年、

多田

新任医師新任医師新任医師
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医師

プロフィール  
＜出身地＞ 広島県広島市    
＜趣 味＞ 野球観戦（大のカープファンです） 

＜略 歴＞ 
2014 年 松山赤十字病院      

初期臨床研修医 
2015 年 愛媛大学医学部附属病院  

初期臨床研修医 
2016 年 愛媛大学医学部附属病院  

薬物療法・神経内科 助教 
現在に至る 

 
 

  いずみ ゆい 

よろしくお願い

  
新人紹介 
 

 ただ さとし  


